
  授業再開 

１月２２日（月）より登校を開始しました。生徒５６名が登校し、他の生徒はリモートで参加

しました。普段と違う環境ではありますが、生徒たちは一生懸命取り組んでいます。今後は状

況を見つつ授業数を増やし、通常の授業に戻れるようにします。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 たくさんの応援や支援物資 
宮城県農業高等学校より、同校と兵庫県立姫路商業高等学校が共同開発したレトルト包装米

飯「金の光」が能登高校に届きました。同校の阿部幸弘校長先生が石川県まで運んできてくだ

さいました。中には、生徒からのメッセージが入っていました。また、ドルトン東京学園の生

徒達からもたくさんの衣類などを送っていただいたほか、多くの応援メッセージをいただきま

した。 

 「復興再生」を願う書 
 本校の書道部員・書道部顧問による復興再生を願う書が能登町役場に掲げられました。 

作品の真ん中に「復興再生」の４文字が大きく書かれているほか、支援してくださっている

方々へ感謝の気持ちを込めたメッセージが書き記されています。 
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  現在の復旧状況 
  上下水道復旧は早くて２月末から３月末とのことです。現在、トイレは宇出津校舎にラップポン３据、

トレーラーカートイレ８据、仮設トイレ９据、柳田校舎に仮設トイレ２据を設置してあります。 

２月８日（木）より NPO 法人キャンパーに本校の生徒・職員および柳田校舎職員の昼食を提供し

ていただいています。 

予定通り卒業式が３月１日（金）に行われます。今年は道路状況を鑑み１３時より本校第一体育館

で行う予定です。 

 

  ちぎり絵による表現活動 
 ２月７日（水）に講師として染色作家の府玻杏さん、新城すみれさんをお招きし、ちぎり絵

による表現活動を行いました。生徒たちは色紙を指でちぎって用紙に貼ることで、自分たちの

感情を表現していました。 

  Colaboカフェ 
 ２月９日（金）に「すべての少女に衣食住と関係性を。困っている少女が暴力や搾取に行き

つかなくてよい社会に」を合言葉に、中高生世代の１０代女性を支える活動を行っている NPO法

人 Colaboから、女子生徒のための支援物資を頂きました。ありがとうございました。 

 ボランティア活動 
 ２月１４日（水）から１・２年生の希望者から能登町災害ボランティアセンターに登録し、家の

片付け等のボランティア活動を行いました。 


